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１．はじめに 

地方都市において，少子高齢化，人口減少，市街地

の低密拡散化が問題となっている．これにより自動

車交通への依存，中心市街地の空洞化，公共交通の衰

退といった悪影響が循環的に起きている．この悪循

環から脱却するためには持続可能な形で，高齢者を

はじめとした市民がサービスを享受できる交通網の

形成が必要である． 

本研究では，人口が約 10 万人の石川県小松市を対

象として，民間路線バス及びコミュニティバスの効

率化，さらには公共交通網形成計画の支援となる計

画手法の提案を目的とし，市民アンケート調査及び

ワークショップを通じた市民の利用意向の調査から

現状分析・課題抽出を行った．また，自分で運転する

ことが困難となる高齢者の将来的な運転する意思に

影響する要因を，生存分析を用いて明らかにした．  

２．小松市の公共交通の現状 

 小松市の主な公共交通は路線バスであるが，市民

の主な移動手段は自家用車である．一定額で路線バ

スが乗り放題となる「らく賃パスポート」の導入な

どの取り組みによって，図-1及び図-2に示すよう

に，路線バスの利用者数は増加傾向にあるが，財政

負担は年々増加していることから，持続可能なまち

づくりのため，公共交通網の見直しが必要であると

いえる． 

３．小松市の公共交通に関するワークショップ  

 地域公共交通の見直しの際に重要となる「住民の

声」を聞くため，小松市役所で市民向けワークショ

ップを行った．概要としては，まず小松市の公共交

通の現状について発表し，グループワークで利用者

側 2 グループと事業者側 1 グループがそれぞれ感

じるニーズや課題，小松市の今後の路線バスのあり

方について意見を出し合った．それら意見の中に 

は，バス停に関する課題，路線や便数に関する課題 

が目立った．また，自動車があるため路線バスは必

要ないという意見がある一方で，身体的に運転でき

なくなった時や，免許返納後の移動に不安を持つ意

見も挙げられた． 

４．公共交通に関するアンケート調査  

小松市民を対象に，日常的な交通行動公共交通の

利用状況や改善ニーズなどを把握することを目的に

アンケート調査を実施した．アンケート調査票は一

般無作為抽出により，一般市民(20 歳～79 歳) に対

して配布数 2500 のうち回収数は 958，回収率は約

38 ％である．また，その他に高齢者総合相談セン

ターへの個別配布で回収数が 565，市内高校への個

別配布で回収数が 479 である．よってサンプル数

は，一般市民が 1523，高校生が 479 で，総サンプ

ル数は 2002 サンプルである． 
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図-1 路線バス利用者数推移 
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また，アンケート項目は大きく分けて 4 つあり，

表-1 に示す． 

５．路線バスの利用に影響する要因  

 アンケート調査より，普段バスを利用する主な理

由を集計した結果を図-3に示す． 

 「バスしか移動手段がない」，「バス停が近い」，「目

的地まで運行している」の回答数が多い．逆にバスを

利用しない理由を尋ねた設問では「自動車の方が便

利」，「バス停が遠い」，「目的地まで運行していない」

の回答数が多かった．ゆえに，路線バスを利用するか

どうかはこの3つの要素が大きく影響するといえる． 

６．免許返納意思に関する生存分析  

 免許返納後の移動手段に不安の声があったことか

ら，高齢者の免許返納意思に影響している要因を明

らかにすることで，将来的に高齢者の移動手段にな

ると考えられる路線バスの需要可能性やこの先，改

善していくべき点を明らかにすること事を目的とし

て生存時間分析を行った．免許返納する年齢に影響

する要因として推定された要因とそれぞれのパラメ

ータ推定結果を表-2に示す． 

この結果から，性別は女性，買い物・通院の頻度が

低く，医療環境・福祉施設が充実度の評価が高い程早

く免許返納する傾向があることが分かる．さらに，医

療環境・福祉施設の充実度(5 段階評価)に関する感度

分析を行った．その生存率曲線を図-4に示す． 

 この図から，医療環境・福祉施設の充実度の評価が

小松市の平均点 2.51から最高点の 5まで上がると最

大約 6.7％免許保持率が下がり，40％のラインで見る

と免許返納する年齢に5歳の差があることが分かる． 

７．おわりに  

本研究では，小松市を対象に公共交通網の見直し

のため，ワークショップ及びアンケート調査を行い，

路線バスの利用には自動車を持っているかどうか等

が影響するが，免許返納後の移動に不安を持つ人も

存在することを明らかにした．そこで免許返納意思

に関する生存分析を行い，性別，買い物・通院の頻度，

医療環境・福祉施設の充実度が影響することを明ら

かにした．また，感度分析により医療環境・福祉施設

の充実度がどのように影響するのかを明らかにした． 

本研究は，金沢大学・小松市の共同研究の一部とし

て行われたものであり，ここに記して感謝したい． 
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共変量 
性別 

男=1，女=0 

買い物・通院

の頻度 

医療環境・福祉施設

の充実度 

係 数 -0.2487 -0.1639 0.0727 

表-1 アンケート項目 

問1 個人属性 性別,住所,家族構成等

問2 普段の移動状況 通勤,通学,買い物,通院

問3 路線バスについて利用する目的,不満,要望

問4 地域特性について
商業施設,医療施設及び
公共交通の充実度

表-2 パラメータ推定結果 

図-3 路線バスを利用する主な理由 

33

10

6

6

65

22

56

99

0 20 40 60 80 100

その他

移動時間を有効に使える

環境に良い乗り物だから

健康にいいから

目的地まで運行している

運賃が安価だから

バス停が近いから

バスしか移動手段がない

図-4 生存率曲線 -感度分析‐ 
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